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　特定農作業従事者や指定農業機械作業従事者としての加入要件を満たす方が特別加
入を希望する場合には、特別加入団体としての要件を満たす農協などの団体を通じて、団体
の主たる事務所の所在地を管轄する労働基準監督署長（以下「署長」といいます。）を経由し
て都道府県労働局長（以下「局長」といいます。）に特別加入の申請を行います。

　申請手続を行う際には、作業の具体的な内容、業務歴及び希望する給付基礎日額等を
「特別加入申請書」に記入し、団体を通じて署長を経由して局長の承認を得ることが必要にな
ります（給付基礎日額については、4ページの表 1を参考にしてください。）。

　中小事業主等が特別加入の申請を行うときには、事業主本人のほか、家族従事者など労
働者以外で農業に従事している方全員を包括して特別加入の申請を行うことが必要です。
　ただし、病気療養中、高齢その他の事情により実態として事業に従事していない事業主は、
包括加入の対象から除くことができます。

　申請手続を行う際には、業務の具体的な内容、業務歴及び希望する給付基礎日額等を
「特別加入申請書」に記入し、労働保険事務組合を通じて署長を経由して局長の承認を得る
ことが必要になります（給付基礎日額については、4ページの表 1を参考にしてください。）。

　すでに特別加入を承認されている方で氏名や業務内容等に変更が生じた場合には、労働
保険事務組合を通じて「特別加入に関する変更届」を署長を経由して局長に対して提出する
ことが必要です。

　すでに特別加入を承認されている方で氏名や作業内容等に変更を生じた場合には、特別
加入団体となっている農協などの団体を通じて「特別加入に関する変更届」を署長を経由し
て局長に対して提出することが必要です。

　特別加入の申請に対する局長の承認は、当該申請の日の翌日から起算して14日の範囲内
において特別加入を申請する方が加入を希望する日となります。

　中小事業主等に該当する方が特別加入を希望する場合には、労働保険事務組合を通じ
て署長を経由して局長に特別加入の申請を行います。

　特別加入の申請に対する局長の承認は、当該申請の日の翌日から起算して14日の範囲内
において特別加入を申請する方が加入を希望する日となります。

① ⑤

① ②

③ ④ ⑤

①　動力耕うん機その他の農業用トラクター
②　動力溝掘機
③　自走式田植機
④　自走式スピードスプレーヤーその他の自
　走式防除用機械
⑤　自走式動力刈取機、コンバインその他の
　自走式収穫用機械
⑥　トラックその他の自走式運搬用機械

⑦　次の定置式機械又は携帯式機械
　　・動力揚水機　　　・動力草刈機
　　・動力カッター　　　・動力摘採機
　　・動力脱穀機　　　・動力剪定機
　　・動力剪枝機　　　・チェーンソー
　　・単軌条式運搬機　・コンベヤー

「特定農作業従事者」、「指定農業機械作業従事者」、「中小事業主等」は重複して
加入することはできませんので、どれか1つを選択して加入することになります。
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　特定農作業従事者や指定農業機械作業従事者としての加入要件を満たす方が特別加
入を希望する場合には、特別加入団体としての要件を満たす農協などの団体を通じて、団体
の主たる事務所の所在地を管轄する労働基準監督署長（以下「署長」といいます。）を経由し
て都道府県労働局長（以下「局長」といいます。）に特別加入の申請を行います。

　申請手続を行う際には、作業の具体的な内容、業務歴及び希望する給付基礎日額等を
「特別加入申請書」に記入し、団体を通じて署長を経由して局長の承認を得ることが必要にな
ります（給付基礎日額については、4ページの表 1を参考にしてください。）。

　中小事業主等が特別加入の申請を行うときには、事業主本人のほか、家族従事者など労
働者以外で農業に従事している方全員を包括して特別加入の申請を行うことが必要です。
　ただし、病気療養中、高齢その他の事情により実態として事業に従事していない事業主は、
包括加入の対象から除くことができます。

　申請手続を行う際には、業務の具体的な内容、業務歴及び希望する給付基礎日額等を
「特別加入申請書」に記入し、労働保険事務組合を通じて署長を経由して局長の承認を得る
ことが必要になります（給付基礎日額については、4ページの表 1を参考にしてください。）。

　すでに特別加入を承認されている方で氏名や業務内容等に変更が生じた場合には、労働
保険事務組合を通じて「特別加入に関する変更届」を署長を経由して局長に対して提出する
ことが必要です。

　すでに特別加入を承認されている方で氏名や作業内容等に変更を生じた場合には、特別
加入団体となっている農協などの団体を通じて「特別加入に関する変更届」を署長を経由し
て局長に対して提出することが必要です。

　特別加入の申請に対する局長の承認は、当該申請の日の翌日から起算して14日の範囲内
において特別加入を申請する方が加入を希望する日となります。

　中小事業主等に該当する方が特別加入を希望する場合には、労働保険事務組合を通じ
て署長を経由して局長に特別加入の申請を行います。

　特別加入の申請に対する局長の承認は、当該申請の日の翌日から起算して14日の範囲内
において特別加入を申請する方が加入を希望する日となります。

① ⑤

① ②

③ ④ ⑤

①　動力耕うん機その他の農業用トラクター
②　動力溝掘機
③　自走式田植機
④　自走式スピードスプレーヤーその他の自
　走式防除用機械
⑤　自走式動力刈取機、コンバインその他の
　自走式収穫用機械
⑥　トラックその他の自走式運搬用機械

⑦　次の定置式機械又は携帯式機械
　　・動力揚水機　　　・動力草刈機
　　・動力カッター　　　・動力摘採機
　　・動力脱穀機　　　・動力剪定機
　　・動力剪枝機　　　・チェーンソー
　　・単軌条式運搬機　・コンベヤー

「特定農作業従事者」、「指定農業機械作業従事者」、「中小事業主等」は重複して
加入することはできませんので、どれか1つを選択して加入することになります。
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①

②

65,700円

6

59,130円
52,560円
45,990円
39,420円
32,850円
29,565円
26,280円
22,995円
19,710円
16,425円
13,140円
11,493円

7 10

9

①

②

③

ア　特別加入申請書の「業務の内容」欄に記載された労働者の所定労働時間（休憩時間を
含みます。）内に特別加入の申請に係る事業のためにする行為及びこれに直接附帯する行
為を行う場合（ただし、例えば資金繰りを目的とした接待に出席している場合のようにその行
為が事業主の立場において行われる業務を除きます。）

イ　労働者の時間外労働又は休日労働に応じて就業する場合

ウ　ア又はイに接続して行われる業務（準備・後始末行為を含みます。）を中小事業主等のみで行
う場合

エ　ア、イ及びウの就業時間内における事業場施設の利用中及び事業場施設内で行動中の場合

オ　事業の運営に直接必要な業務のために出張する場合（ただし、例えば事業主として金融
機関と融資の折衝を行う場合のようにその行為が事業主の立場において行われる業務を除
きます。）

カ　通勤途上で次に掲げる場合
　ア　事業主提供に係る労働者の通勤専用交通機関の利用中
　イ　突発事故（台風、火災等）等による予定外の緊急の出勤途上

キ　事業の運営に直接必要な運動競技会その他の行事について労働者（業務遂行性が認め
られる者）を伴って出席する場合

ア　自営農業者が、農作業場において動力により駆動される機械を使用して行う土地の耕作若
しくは開墾、植物の栽培若しくは採取又は家畜（家きん及びみつばちを含みます。）若しくは蚕
の飼育の作業（以下「耕作等作業」といいます。）及びこれに直接附帯する行為を行う場合

イ　農作業場の高さが2メートル以上の箇所において、耕作等作業及びこれに直接附帯する行
為を行う場合

ウ　農作業場の酸素欠乏危険場所における耕作等作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

エ　農作業場において農薬を散布する作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

オ　農作業場において牛・馬・豚に接触し、又は接触するおそれのある耕作等作業及びこれに
直接附帯する行為を行う場合

ア　自営農業者が、ほ場又はほ道の作業場において指定農業機械（1ページ参照）を用いて行
う作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

イ　自営農業者が指定農業機械をほ場等の作業場と格納場所との間において、運転又は運
搬する作業（苗、防除用薬、堆肥等を共同育苗施設等からほ場等の作業場へ運搬する作業
を含みます。）及びこれに直接附帯する行為を行う場合
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含みます。）内に特別加入の申請に係る事業のためにする行為及びこれに直接附帯する行
為を行う場合（ただし、例えば資金繰りを目的とした接待に出席している場合のようにその行
為が事業主の立場において行われる業務を除きます。）

イ　労働者の時間外労働又は休日労働に応じて就業する場合

ウ　ア又はイに接続して行われる業務（準備・後始末行為を含みます。）を中小事業主等のみで行
う場合
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オ　事業の運営に直接必要な業務のために出張する場合（ただし、例えば事業主として金融
機関と融資の折衝を行う場合のようにその行為が事業主の立場において行われる業務を除
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カ　通勤途上で次に掲げる場合
　ア　事業主提供に係る労働者の通勤専用交通機関の利用中
　イ　突発事故（台風、火災等）等による予定外の緊急の出勤途上

キ　事業の運営に直接必要な運動競技会その他の行事について労働者（業務遂行性が認め
られる者）を伴って出席する場合

ア　自営農業者が、農作業場において動力により駆動される機械を使用して行う土地の耕作若
しくは開墾、植物の栽培若しくは採取又は家畜（家きん及びみつばちを含みます。）若しくは蚕
の飼育の作業（以下「耕作等作業」といいます。）及びこれに直接附帯する行為を行う場合

イ　農作業場の高さが2メートル以上の箇所において、耕作等作業及びこれに直接附帯する行
為を行う場合

ウ　農作業場の酸素欠乏危険場所における耕作等作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

エ　農作業場において農薬を散布する作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

オ　農作業場において牛・馬・豚に接触し、又は接触するおそれのある耕作等作業及びこれに
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ア　自営農業者が、ほ場又はほ道の作業場において指定農業機械（1ページ参照）を用いて行
う作業及びこれに直接附帯する行為を行う場合

イ　自営農業者が指定農業機械をほ場等の作業場と格納場所との間において、運転又は運
搬する作業（苗、防除用薬、堆肥等を共同育苗施設等からほ場等の作業場へ運搬する作業
を含みます。）及びこれに直接附帯する行為を行う場合
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加入時健康診断について
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加入時
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